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よ び 非 接 触 法 に よ る 鼓 膜 温 の 比 較 検 討 一

大 家 政　 ○ 平 田 耕 造 、　 金 沢 汰 医　 永 坂 鉄 夫

被　服　163

［ 目 的 ］　 鼓 膜 温（Tty ）は 脳& の 指 標 と し て 重 要 で あ1  , 他 の 深 部 体 温 に 比 べ 、 生 理 反 応

と よ く 一 致 し た 応 答 を 示 し 、 異 な る 着 衣 条 件 で の 観 察 も 行 な わ れ て き て い る 。 測 定 は 一 般

的 に 感 温 部 を 鼓 膜 に 接 触 さ せ て 行 な う が 、 最 近 。 赤 外 線 セ ン サ ー を 用 い た 非 接 触 型 の 鼓 膜

温 度 計 が 開 発 さ れ 、 臨 床 的 に 有 用 で あ る と の 報 告 加 あ る(  Shinozaki ら　,1988 ） 。

本 研 究 は 、 非 接 触Ity が 被 服 衛 生 学 的 に も 有 用 で あ る か 検 討 す る こ と を 目 的 と し た 。

［ 方 法 ］　 健 康 な 成A  5 名 を 被 験 者 と し 。 次 の ３ 条 件 で 接 触 法 （ 慈 大 式Tty セ ン サ ー） と

非 接 触 法（First Tenp ）に よ りIty を 同 時 に 測 定 し た 。 条 件1    : 環 境 温（Ta)25 ’C,    湿 度4oii;,

風 速0.li/sec の 一 定 環 境 に て.     40分 間 の 自 転 車 運 動（401i;V0smax,    30分 間 ＋gOXVOsmax,     10

分 間 ）。 条 件2    : 前 記 とn  - 環 境 に て.    40!i;V02iiaxの 運 動 中iZ  Sm/sec で５分 間 の 顔 面 送 風 。

条 件3    : 安 静 時 にTal9 ’か ら34 ゛Cま で 変 化 。

［ 結 果 ］　 条 件 １ ： 運 動 中 の 接 触Tty と 非 接 触Tty の 関 係 は 、 有 意 な 直 線 関 係（r ＝0.825~

0.982) を 示 し た 。 回 帰 直 線 の 傾 き は0.70 ～1.  16,    Y切 片-は　･5.96 ～+  11 .00 と な り 、 個 人

差 の 存 在 を 示 し た 。 条 件 ２ ： Tty は 運 動 中 に 上 昇 し 、 接 ≪ Tty に は 送 風 の 影 響 は 観 察 さ れ

な か っ た が 、 非 接 触Tty は 叙 面 送 風 に よ り 約O.7 ゛C低 下 し た 。 条 件3    :   Taの 著 し い 変 化 に も

拘 ら ず 。 接 触Tty は 同 一 値 を 維 持 し た が 。 非 接 触Tty はTa と の 聞 に 正 の 相 関 を 示 し た 。

［ 文 献 ］　Shinozaki　et al.(1988)    Critical　Care Medicine　16 （2 ）:148-150.
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時 の 摩 擦 帯 電 に つ い て 一

女 大 家 政　 田 村　 照 子

目 的 ］ 近 年 、 合 繊 和 服 地 に は 、 外 観 、 手 ざ わ り と も に 絹 と 見 分 け が つ き に ぺ く 、 取 扱 い

も 簡 便 な 優 れ た 裂 品 か 開 発 さ れ て い る 、 に も か か わ ら ず 、 合 繊 は 着 に く い 、 和 服 は 正 絹

限 る と の 根 強 い 意 見 が 合 繊 和 服 の 消 費 拡 大 を 抑 制 し て い る よ う で あ る 。 本 報 は 、 合 繊 和

が 事 実 着 に く い の か 、 着 に く い と す れ ば 、 そ れ は 何 に 起 因 す る か に つ い て 明 ら か に し よ

と す る も の で あ る 。 今 回 は 諸 要 素 の 中 、 裾 さ ば き に 関 係 す る と 考 え ら れ る 帯 電 性 に つ い

の 検 討 を 試 み た 。

方 法ｌ t 験 Ａ　 人 体 の 歩 行 モ デ ル 装 置（ 腰 囲 に 相 当 す る 楕 円 板 の 下 鄙 に 、 前 後 方 向 に 可

す る 下 肢 部 を セ ッ ト し た も の ） を 試 作 、 こ の 楕 円 板 周 囲 に 巾130c ≪i    、 丈E  Ocn の 試 料 を 巻

つ け 、 着 装 状 態 を 再 現 し た 後 、 下 肢 部 を ５ 分 間 手 動 さ せ た と き の 帯 電 量 を 測 定 し た 。 測

は 集 電 式 電 位 測 定 器K    S   －5    2   5 型 （ 春 日 電 気 製 ） に よ っ た 。 試 料 は 布 地　 絹100     % √

リ エ ス テ ル1  00    ％ （ 帯 電 防 止 加 工 ）Is)    (未 加 工 ） の ３ 種 、 構 成 は 袷 仕 立 の 長 着 と 長 橋 絆

定 鄙 位 は 左 右 の 裾 上1  0 cm、30C1I1、60cinの ６ ヶ 所 、 環 境 条 件 は 、 気 温2o ℃ 、 湿 度30 ％ 、50 ％

あ る 。 実 験 Ｂ　 被 験 者 ３ 名 の 人 体 着 装 実 験 を 行 っ た 。 条 件ti  A と 同 様 で あ る 。

結 果]  ① 測 定 位 置 に つ い て は 、 各 試 料 と も に 上 部 よ り 下 部 の 帯 電 量 が 大 で あ っ た 。

環 境 湿 度 が 高 く な る と 帯 電 量 は 低 下 し た 。

同 じ 条 件 下 で は 実 験 Ａ の 場 合 、 絹 ＞ 未 加 工 Ｐ ＞ 加 工 Ｐ の 順 に 、 実 験 Ｂ の 場 合 、 未 加 工 Ｐ

絹 ＞ 加 工 Ｐ の 順 に 帯 電 量 が 大 で あ っ た 。

長 着 と 長 橘 衿 の 重 ね で は 、 絹 よ り 加 工 Ｐ 長 橋 絆 と の 重 ね の 方 が 帯 電 量 は 低 か っ た 。


